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四 同 三味線の婦人 ⇔ 同 扇子とバラを持つ婦人像



島
霞
谷
の
新
資
料
簡
報

島
霞
谷

(文
政

一
〇
～
明
治
三
年

・
一
入
二
七
～

一
入
七
〇
)
は
近
年

「発
見
」
さ
れ
た
幕
末
の
洋
画
家
で
あ
る
。
川
上
冬
崖
に
つ
い
て
学
ん
だ

り

ゆ

う

ド

人
だ
が
、
そ
の
没
後
に
妻

隆

が
遺
物
を
群
馬
県
桐
生
市
に
運
ん
だ
ま
ま
、
誰
も
手
を
つ
け
な
い
で

一
〇
〇
年
以
上
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
人
で
あ

る
。
昭
和
六
〇
年
に
な
っ
て
、
隆
の
使

っ
た
カ
メ
ラ
や
霞
谷
を
撮

っ
た
鶏
卵
紙
写
真
が
注
目
さ
れ
、
元
治
元
年

(
一
八
六
四
)
写
真
館
を
開
業
し
た

　

や

隆
は

「女
性
写
真
家
第

一
号
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
島
家
に
遺
存
し
て
い
た
鉛
活
字
三
八
九
個
は
印
刷
史
家
に
調
査
さ
れ
、
そ
の
没
年
か

ら
出
版
さ
れ
る
医
学
書
数
種
の
奥
付
に
あ
る

「東
校
活
版

大
学
写
字
生
島
霞
谷
発
明
」
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
證
明
さ
れ
た
。

私
は
平
成
二
年
六
月
に
木
下
直
之
氏
と
桐
生
を
訪
ね
、
五
里
霧
中
で
新
技
法

・
油
彩
画
に
挑
戦
し
た
霞
谷
の
生
き
ざ
ま
を
あ
り
あ
り
と
感
じ
た
こ

と
だ

っ
た
。
こ
の
結
果
は
兵
庫
近
美
の

「日
本
美
術
の
十
九
世
紀
」
展
、
郡
山
市
美
の

「油
絵
百
年
」
展
に
数
点
が
陳
列
さ
れ
、
多
く
の
人
に
お
ど

ろ
き
の
眼
で
見
て
も
ら
え
て
、
遺
族
と
喜
び
を
分
ち
あ

っ
た
の
だ

っ
た
。
維
新
戦
争
、
活
字
の
研
究
と
い
う
こ
と
を
思
え
ば
、
霞
谷
の
油
彩
画
は
慶

応
年
間
と
考
え
て
よ
い
。
幕
末
の
日
本
は
想
像
さ
れ
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
豊
か
な
自
立
性
と
開
明
性
を
も

っ
た
社
会
で
は
な
か
っ
た
か
。

昨
年

の
暮
れ
に
な

っ
て
桐
生
か
ら
霞
谷
の
油
彩
画
が
ま
た
発
見
さ
れ
た
と
報
ら
せ
が
あ
り
、
こ
の

一
月
、
私
た
ち
は
遺
族
宅
で
、
細
く
巻
か
れ
て

い
た
ま
ま
で
あ

っ
た
と
い
う
十
数
点
の
油
彩
画
、
岩
絵
具
絵
、
鉛
筆
と
水
墨
の
デ

ッ
サ
ン
下
絵
類
に
対
面
し
た
。
こ
こ
に
そ
の
少
し
ば
か
り
を
紹
介

し
よ
う
。

O
水
浴
図

木
綿
に
油
彩

(ω
Oω
×
b。認
塁
)
。
日
本
人
の
描

い
た
裸
婦
像
と
し
て
は
最
も
早
い
例
で

(裸
婦
像
が
公
然
と
描

か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の

は
明
治
も
最
晩
年
で
あ
る
)、
巻
か
れ
て
あ

っ
た
の
に
亀
裂
は
あ
る
が
剥
落
は
全
く
な
い
。
画
面
左
の
滝
と
そ
れ
に
続
く
水
面
の
動
き
や
奥
行
は
稚

拙
で
充
分
に
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
が
顔
面
や
水
中
の
肉
身
表
現
は
、
僅
か
に
残
さ
れ
て
い
る
幕
末
明
治
初
期
の
日
本

人
作
家
の
な
か
で
は
抜
群

の
技
術
的
達
成
が
み
え
る
。
舶
載
さ
れ
た
手
彩
色
の
銅
版
画
か
石
版
画
を
手
本
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⇔
婦
人
立
像

膠
を
引
い
党
紙
に
油
彩

(ω
㎝刈
V〈
bO①
○◎ヨ旨
)。
未
完
成
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
の
描
き
手
順
が
解
る
貴
重

な
例
。
レ
ー
ス
の
シ
ョ
ー

ル
に
は
細
い
筆
が
巧
み
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
肌
や
顔
面
の
色
彩
が
鮮
や
か
に
残

っ
て
い
る
。

⇔
扇
子
と
バ
ラ
を
持

つ
婦
人
像

ド
ウ
サ
引
き
の
麻
布
に
油
彩

(αω
『
×
ω㊤
㊤目目
)
。
遠
景
の
林
と
山
は
ど
こ
に
起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
く

の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
残
さ
れ
て
い
る
。
類
型
的
な
表
情
と
体
型
は
幕
末
に

一
般
的
な
表
現
。
外
国
を
意
識
し
た

「大
日
本
霞
谷
写
真
」
の
サ
イ

ン
は
多

く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

㈲
三
味
線
の
婦
人

絹
に
水
彩

(㎝ω
α
V〈ω
⑩『
目目
)。
霞
谷
は
弁
慶
縞
が
カ
ー
ブ
す
る
衣
皺
を
描
く
の
が
好
き
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

㈲
そ
の
他

カ
ン
。ハ
ス
に
油
彩
で
即
写
し
た
蛇
の
図
や
多
く
の
鉛
筆
デ

ッ
サ
ン
な
ど
が
調
査
を
待

っ
て
い
る
。

(青
木

茂
)


